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［１］（選択制：［１］，［２］より１題選択して解答） 
問１． 

(A) 

ヌクレオソーム 

(B) 

クロマチン 

(C) 

アセチル化 

問２． 

他のヒストン化学修飾の例： （ヒストン）メチル化 
上述したヒストン修飾の機能： ヒストンのメチル化は，リジン残基およびアルギニン残基

に付加される。アセチル化とは異なり，メチル化はアミノ酸の電荷自体に影響は与えない

が，メチル化が付加されるアミノ酸の位置により様々な機能を発揮する。例えば，ヒストン

H3 の 9 番目のリジンにメチル化が付加された場合（H3K9me），構成的ヘテロクロマチン

形成を促し，転写の抑制に働く。一方，ヒストン H3 の 4 番目のリジンにメチル化が付加さ

れた場合（H3K4me），転写の活性化部位に局在することが知られ，特にメチル基が 3 つ付

加した H3K4me3 は活性化状態にある遺伝子の転写開始点近傍に存在し，転写活性化を調節

する因子として知られる。なお，これらのヒストン化学修飾の機能は，それぞれの修飾を特

異的に認識するコードリーダータンパク質によって発揮される。 
 

問３． 

胚性の遺伝子発現制御機構の例： 胚性ゲノムの活性化 
説明： 哺乳類胚発生において，受精後まもない時期の胚では転写が抑制されており，マウ

スにおいては 2 細胞期，ウシにおいては 8-16 細胞期に胚性の遺伝子が活性化される。この

現象のことを胚性ゲノムの活性化と呼ぶ。胚性ゲノム活性化が誘導されるまで，胚は卵形成

過程で卵細胞質内に蓄えられた母性転写産物を利用して発生を進行させる。また，母性から

胚性ゲノムへと遺伝子発現の制御が移行する現象のことを MZT（Maternal to Zygotic 
Transition）と呼ぶ。 
 

 

 

 

 

 

 



［２］（選択制：［１］，［２］より１題選択して解答） 
問１．  

(A) 

 始原生殖細胞 

(B) 

 体細胞分裂 

(C) 

 減数分裂 

(D) 

 精細胞 

問２． 

(E) 

 カ 

(F) 

 イ  

(G) 

 キ 

(H) 

 エ 

問３． 

精子形成では一つの母細胞から４つの精細胞が生じ，これらが変態して精子になる。卵形成

では不均等な分裂によって一つの母細胞から一つの卵だけが生じ，他の細胞は極体となって

退化する。 

 

問４． 

体細胞分裂では同じ大きさの二つの細胞を生じるが，卵割では生じた細胞が成長せずにつぎ

の分裂を始める。よって，胚全体としては大きくならず，細胞の大きさは卵割ごとに小さく

なる。 

 
 
 
［３］ 

 
 
［４］ 
FSHの作用により卵胞が成熟するにしたがって，血中には高濃度のエストロジェンが分泌さ

れるようになる。この高濃度のエストロジェンが下垂体前葉と視索前野に作用してGnRHサ

ージ，ひいてはLHサージを引き起こす。これが視床下部-下垂体-性腺軸におけるエストロジ

ェンの正のフィードバック作用であり，GnRHサージジェネレーターを興奮させる作用であ

る。 
 一方，黄体期や発情休止期などにみられる低レベルのエストロジェンは，下垂体前葉およ

び視索前野と視床下部弓状核に作用し，負のフィードバックによりGnRHおよび性腺刺激ホ

ルモンの分泌を抑制する。エストロジェンの負のフィードバック作用はGnRHパルスジェネ

レーターの活動を抑制する作用である。 
 このように，生殖制御系の内分泌系による情報伝達は，ホルモンの血中濃度という「量」

的な調節だけでなく，その「パルス頻度」という形の調節も大きな生理的意義を持つ。 

 
 

動物繁殖技術の一つである体細胞核移植の基本原理を問う設問であると同時に、当受験者

の論理的思考力や文章校正力を評価する設問であるため非公表とする。 



 
 

九州大学大学院生物資源環境科学府 
環境農学専攻 
修士課程 

令和７（２０２５）年度 
【一般入試】 入学試験問題 

 
 

専門科目 
動物・海洋生物科学教育コース 

動物繁殖生理学研究分野 
出題意図 

  



問 1 動物繁殖生理学分野で研究するために必要な基礎的なエピジェネティック

スの知識を問う。  

 

問 2 動物繁殖生理学分野で研究するために必要な基礎的な動物生殖の知識を問

う。  

 

問 3 動物繁殖生理学分野で研究するために必要な専門的な動物繁殖技術の原理

を分子生物学的視点から問う。  

 

問 4 動物繁殖生理学分野で研究するために必要な専門的な動物の生殖制御に関

わる内分泌系の知識を問う。  


